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研究 の概要
情報 処理 の多言語化(Multi・hngualization)は 、文 字 コー ドの国際標 準化 か ら始 ま り、イ ン
ターネ ッ トの ウェブ ・ぺ0ジ の多言 語化 で大 きく前進 した。しか し、これ まで の多言 語化 は文字
や 文書 の範 囲 に留 ま って い る と言 って よい。我 々は、情報処理 の根幹 をなす プ ログラ ミングにお
ける多言 語化 の研 究 を進 めて きた。
本研究 では、 昨年 度 に引き続 き、Java言 語 を共通 の媒 介言語 と して、 ある国また は地域 の 自
然語 をべ0ス と したプ ログラム記述(自 国語 プ ログ ラム と呼ぶ)を 、Javaプ ログラムへ と変換
す るこ と、またそ の逆変換 も可能 とす るこ との研究 を行 った。
本年度 は、Javaプ ログラムで多用 され るJavaAPI(Javaの 持 つ標 準 ク ラス、APIニApplication
ProgrammingInterface)を 対象に 、JavaAPIで 用 い られ る変数名や メ ソ ッ ド名 の 自国語表記
を定 め、それ を英 語べ一 スのJavaAPIと の間 で相 互変換す る方法 を研究 した。 この相互変換 の
た めに、 これ まで の変換表 に代 わって、変換 辞書 を用 いる方式 とした。 辞書 に、APIを 構成す
る要 素の単語 を登録 してお き、 この辞書 を用 いてAPI用 語 を自動変換す る よ うに した。 この変
換 は、 自然語 の翻訳 に近 い ものにな る。
この方式 を実 装 した結果 、かな り広 い範囲 のJavaプ ログラム を 自国語 に変換 で き、またそ の
逆変換 も可 能 になった。 これ に よ り、Javaベ ー スの 自国語 プ ログ ラ ミングの実用性 が従 来 に比





















変換 プ ログ ラムは辞書 を参照す るこ とに よ り、次 を行 う。
・自国語表記 プ ログ ラム をJavaプ ログラムへ 自動変換
・Javaプ ログラムを 自国語表記 プ ログ ラムへ 自動変 換
(2)辞 書 の構成
辞 書 に登録す る対象 は次の もので ある。
・プ ログラ ミング言語 の キー ワー ド
・プ ログラ ミング言語 のAPIを 構成す る単語




辞 書の一部 を図2に 示す 。
Java 日本語 品詞
class クラス キ ー ワー ド
public 公の キ ー ワー ド
if もし キ ー ワー ド
int 整数 キ ー ワー ド









Token トー クン 名詞
current 現在の 形容詞
Thread スレッド 名詞
mouse マ ウス 名詞
Clicked がクリックされた 過去分詞







(3)変 換 アル ゴ リズム
JavaAPIで 用 い られ てい る名前(の 殆 ど)は 次の よ うな構文構造 になってい る。
(i)単 語 一つ
(ll)単 語 二っ の並び
(血)単 語+前 置詞+単 語
これ に対応 させ て、 日本語 の場合 の表記 は次 の よ うに した。
(i)単 語一 つ
(ll)単 語 二つの並び
ただ し、英語べ一 スのJavaAPIと は語順 が逆に なる こともあ る。
(i五)単 語+助 詞+単 語
この よ うな構 文構造 を持 ったAPI用 語 の変換 には、各 単語 の 品詞 情報が必要 で ある。 それ を
利用 して、 自然 語 の機械翻 訳 と同様 に、次 の手順で変換 を行 った。





辞 書に、通常 のJavaの 参考書で用 い られて いる レベ ルのJavaAPIに 含 まれ る単語約500個
を登録 した。
教材 に用い てい る多 くのJavaプ ログラムを、
・日本語表記 へ変換
・日本語表記 の もの をJavaに 逆変換
す る こ とが できた。
Javaプ ログ ラムか ら自動 変換 した 日本語 表記 プ ログラムの例 を図3に 示す。
3.今 後 の課題
(1)辞 書 の拡充
「コアJavaAPI」 の用語 を全 て辞 書化 した い。
(2)変 換 アル ゴ リズムの拡張
3単 語 以上の場合 の変換アル ゴ リズム な ど。
(3)API変 換 のlocalization
キ0ワ0ド の場 合 と違 って、API用 語 の変 換 は難易 度 はそれ ほ ど高 くない ものの、一種 の機
械 翻訳 であ る。 した がって、変換す る対象 言語のペ ア毎に、別 々の処理 が必 要に なる。本年度 の
実装 はJava(す なわ ち英語)と 日本語 の間の変換 に特化 した作 りになってい る。API用 語 変換
の部分 を、対象 言語ペ ア毎 に複 数 の実装 を組み込 め るよ うに し、実行時 に該 当す る変換処理 を呼
び 出せ るよ うな構造 に拡張す べ きで ある。
(4)プ ログ ラムの表示形式(レ ンダ リング)に 関す る拡張
初年 度 の研 究では 、キー ワー ドは太字 で、またAPI用 語 は斜字 で表現す るこ とも可能 に した。
本年 度の実装 では この部 分はや り残 してい る。
さ らに、色 を利用 した レンダ リング も検討 したい。
実現技術 と して はXHTMLま た はXMLを 利 用す るのが よい だ ろ う。
(5)記 述 実験お よび読解 実験
実際 に記 述お よび読解の実験 を行い、実際 の効果 の確 認お よび方式改 善への フ ィー ドバ ックを
行い たい。
参 考 文 献
[1]鈴 木 康 彦,野 口健 一 郎,後 藤 英 一:Javaを タ0ゲ ッ トに した 自国語 プ ロ グ ラ ミン グの 実
験,情 報 処 理 学会 第58回 全 国 大 会 、5M-08、1999年3月
[2]JamesGoshng,Bi皿Joy,GuySteele,GiladBracha:TheJavaTMLanguageSpeci丘cation
SecondEdition,Addison-Wesley(2000)
[3]JavaTM2SDK,StandardEdition,Version1.3ド キ ュ メ ン ト
http://java.sun.com/j2se/1.3/ja!docs/ja!




[6]松 下 尊 信:自 国 語 プ ロ グ ラ ミ ン グ にお け る 自動 変 換 範 囲 の 拡 大 、2001年 度 卒 業 論 文(野
口研 究 室)(2002)
一105一
φ
,
●
'
(Q
ψ
翼
⊃
螂
懸
颪
皿
⑩
灸
く
駆
気
ロ
ト
邸
〉
邸
り
)
翼
e
く
駆
気
ロ
ト
梶
榔
寵
粁
皿
・っ
図
。⊃
て
ρ
宰
④
禽
輕
彩
余
佃
楚
娼
蝿
2
4
ヒ
、
。3
奥
冥
杓
鄭
螺
"
δ
9
暢
e
葱
鶏
』
臼
ミ
瞳樹
鷺
遡
国
鯉
}
○
唄
趣
e
則
e
《
焔(区
)回
粗
…(擢
遜
国
.聾
遜
国
読
、謬
ヤ
鳩
0
9
燗
榊
凄
収
図
.区
蝋(ゆ
3
V艘
額
如
姻
.図
}
(図
K
ヘ
ヘ
ヤ
h
恥
鳳
)壌
臥
e
創
e
《
い(傘
孤
函
.×
、【麟
一
心
即
研貸
)
V
蛭
如
趣
画
,区
…(㊦
佃
)嘩
爵
掴
切
裾
.零
一
心
鞠
簑
11
裡
趣
国
帖(魚
皿
)瞠
麟
掴
理
.【ε
心
卸
簑
"
聾
遜
壇
}
(図
球
へ
孫
ヤ
脈
塩
紙
)回
輝
e
矧
e
名
}
(壊
專
《
竃
鳶
製
£
@
ゆ
べ
悩
無
{
翰(O
O
㎝
)
ゆ
蜜
.ユ
瓠
ム
K
ヤ
駆
ゐ
δ
薗
埋
陣
}
面
国
螺
睡
鱒
采
e
"
)ト
ー
ミ
δ
忽
瓜
ム
K
e
担
偲
.忽
瓠
ム
K
"
廉
e
-ー
忽
叙
ム
K
}
○
嘩
艦
Q
創
e
《
δ
霞
麗
.囲
国
粗
臨(愈
佃
)忽
抵
ム
K
e
緊
漆
"
邸
團
粗
}
(創
1
1
咄
鼠
粗
)
の
ρ
}
○
薮
麗
e
創
e
名
隅(ゆ
!♪
)艘
継
脚
畷
紅
幅(O
。D
.O
=
、8
。『
V面
e
喪
藻
1
ゆ
.
♪
悼(煽
一bD
...十
唱
十
3ぐ
の①
hD
邸
9
咽=
儀O
騨
蔭
榊
K
-
て
ム
＼
ρ
X
尉
癖
忽
)嘩
爵
如
騒
国
H
憎
這
即
簑
(‡
唱
δ
州
v
桐
δ
凸
繕
蝿
一
」
園
9
瓢
}
○
』
}
罧
昼
e
顯
e
《
諒
〆
♪
副
置
遜
阻
.理
遜
薗
.O
鴫
-ー
臥
、O
ゆ
u
属
、0
1
口
麟
遡
隔創
-ー
囲
画
担
忽
執
ム
K
e
坦
課
範
帖【O
二
遜
回
e
畷
廉
四
ロ
"
趣
喚
遜
国
}
顯
蝋
梱
盤
国
卜
叡
順
蟻
掴
勢
ム
ト
ト
楢
三
馨
邸
ヨ
遷
x
い
へ
e
名
幅o
b。
邸
貫
一
.↓
鳶
.孚
凪
帽
&
費
個
幅*
冨
き
艇
邸
〉
凪
翁
鼠
貫
噌
n鵬
・の
Φ
三
身
.孚
邸
コ
』
鼠
實
璃
一106一
